








栃木県においては,乳幼児健診の効率的な実施をはかるため,一部の地区では昭和 56 年よ

り,全県的には昭和 60 年より全県的に保健所単位で,乳幼児二次健診をおこなっている。

ここでは先ず,現在の健診システムの問題点を明らかにするために,1.昭和 60 年～63 年度

の 4 年間の二次健診の実施状況をまとめるとともに,2.運動発達の遅れに対する検討とし

てまず比較的,客観的評価の行いやすい 1 歳 6 ヵ月健診における歩行が可能でない児につ

いて検討をくわえた。


